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自
治
会
連
合
会
が
発
足
し
て
三
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
市
内
十
六
地
区
で
は
、
最

後
、
十
六
番
目
の
自
治
会
連
合
会
の
結
成

と
な
り
ま
し
た
が
、
当
名
田
島
地
区
は
、

こ
の
上
空
か
ら
見
た
写
真
で
も
分
か
る
よ

う
に
、
開
作
・
干
拓
の
村
で
、
開
拓
者
魂

（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
）
を
受
け

継
ぐ
、
県
下
有
数
の
穀
倉
地
帯
で
す
。 

　
少
子
高
齢
化
の
進
む
中
に
あ
っ
て
、
当
地

区
に
伝
わ
る
良
き
風
習
を
活
か
し
、
助
け
合

い
な
が
ら
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
労
（
い

た
わ
）
り
合
い
な
が
ら
、
住
み
良
い
郷
土
づ

く
り
で
は
、
市
内
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
な
り
た

い
も
の
で
す
。 

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
が
復
活 

 

　
火
の
山
か
ら
見
た
田
園
風
景
の

中
で
一
台
の
サ
イ
レ
ン
に
よ
っ
て

五
月
一
日
か
ら
「
正
午
」
を
知
ら

せ
る
吹
鳴
が
復
活
し
ま
し
た
。 

　
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
実
現
の
機
会
は
、

昨
年
十
一
月
一
日
の
ま
ち
づ
く
り

リ
レ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
、

要
望
し
、
実
現
し
ま
し
た
。 

　
吹
鳴
要
望
の
他
、
市
道
清
掃
に

係
る
保
険
や
防
災
対
策
、
市
道
の

新
設
、
雇
用
の
場
の
確
保
な
ど
を

要
望
し
ま
し
た
。
リ
レ
ー
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
概
要
集
は
自
治
会
連
合
会

事
務
局
に
保
存
し
て
い
ま
す
。 

 

写
真
上
は
小
郡
上
空
か
ら
名
田

島
の
島
方
面
を
望
む
。
写
真
下

は
名
田
島
の
昭
和
上
空
か
ら
。 

火の山から見た南総合センター 

部
会
の
活
動
は
今
、 

　
地
産
地
消
・
環
境
保
全
な
ど 
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「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
。
」
と
い
う
寺
田
寅
彦
の

有
名
な
言
葉
は
、
災
害
の
恐
ろ
し
さ
と
災
害
に
対
す
る
日
頃
の
備

え
の
大
切
さ
を
後
の
世
代
に
伝
え
る
貴
重
な
教
訓
で
、
警
句
と
も

い
え
る
言
葉
で
す
。
特
に
最
近
で
は
、
忘
れ
る
間
も
な
く
、
次
々

と
日
本
列
島
に
襲
来
す
る
台
風
、
世
界
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
大

型
の
地
震
、
さ
ら
に
は
、
地
震
に
よ
る
津
波
。 

　
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
止
め
る
に
は
、
日
頃
か
ら
の
災
害
に

対
す
る
備
え
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。 

TTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTT

TTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTT

防
災
情
報 

シ
ス
テ
ム
の
確
立 

会
長
　
大
林
基
宏 

　
昨
年
度
は
、
天
候
不
順
と
相
次

ぐ
台
風
の
被
害
を
受
け
た
年
で
あ

り
ま
し
た
。 

　
幸
い
に
今
年
の
天
候
は
非
常
に

良
く
、
吉
報
の
年
で
あ
る
よ
う
に

期
待
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
自
然
界
の
現
象
は
、

人
間
の
期
待
に
反
す
る
高
潮
を
伴

っ
た
台
風
、
地
震
等
を
発
生
さ
せ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
被
害

の
軽
減
の
た
め
に
、
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
の
確
立
等
に
努
力
す
る
決

意
で
あ
り
ま
す
。 

　
五
月
二
十
八
日
に
消
防
分
団
や

防
犯
対
策
協
議
会
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
青
少
協
な
ど
関
係
団
体
長

と
集
落
代
表
等
二
十
九
名
の
委
員

の
出
席
の
も
と
、
「
名
田
島
地
区

地
域
防
災
対
策
組
織
立
ち
上
げ
会

議
」
を
開
き
ま
し
た
。 

　
会
議
で
は
、
組
織
の

名
称
、
設
置
規
約
制
定
、

防
災
計
画
の
策
定
、
学

習
会
の
開
催
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

﹇
協
議
結
果
﹈ 

　
学
習
会
の
開
催
を
除

き
、
他
の
案
件
は
、
地

域
課
題
と
し
て
、
関
係 

団
体
内
や
各
集
落
内
で
、

再
検
討
し
、
田
植
え
後
、

再
度
会
議
を
も
つ
こ
と

と
し
ま
し
た
。 

 

　
自
主
防
災
組
織
を
設
置
す
る
目

的
は
、
住
民
の
隣
保
協
同
の
精
神

に
基
づ
く
自
主
的
な
防
災
活
動
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
震
そ
の
他

の
災
害
に
よ
る
被
害
の
防
止
及
び

軽
減
を
図
る
こ
と
で
す
。 

　
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。 

①
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・

啓
発
事
業 

②
地
震
等
の
災
害
予
防
に
役
立
つ

地
域
の
災
害
危
険
個
所
の
把
握 

③
防
災
訓
練
の
実
施 

④
地
震
等
の
発
生
時
に
お
け
る
情

報
の
収
集
、
伝
達
、
避
難
、
出

火
防
止
及
び
初
期
消
火
、
救
出
、

救
護
、
給
食
、
給
水
等
の
応
急

対
策 

⑤
防
災
資
機
材
等
の
備
蓄 

⑥
他
組
織
と
の
連
携 

⑦
そ
の
他
自
主
防
災
組
織
が
必
要

と
す
る
事
項 

 

　
六
月
三
日
（
金
）
、
地
域
防
災

組
織
立
ち
上
げ
会
議
の
委
員
二
十

二
名
が
出
席
し
、「
自
主
防
災
に
つ

い
て
」
の
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。 

　
講
師
に
市
総
務
課
危
機
管
理
室

5
月
28
日
の
自
主
防
災
組
織 

立
ち
上
げ
会
議 

6 月 3 日の自主防災学習会 

科　　目 
自 治 会 費  
補 助 金  
雑 収 入  
前年度繰越金 
合 計  
会 議  
負 担 金  
事 務 費  
備 品 費  
交 際 費  
交 通 費  
研 修 費  
総 務 部 会  
民 生 部 会  
土 木 部 会  
教 育 部 会  
防災対策費 
予 備 費  
合 計  

本年度予算額 
515,000 
1,000 
1,000 

523,974 
1,040,974 
100,000 
23,000 
10,000 
200,000 
20,000 
20,000 
110,000 
100,000 
170,000 
70,000 
50,000 
150,000 
17,974 

1,040,974

備　　考 
480戸×1,000 
7法人×5,000 
 
 
 
会議運営 
市自治会 
事務用品 
パソコン、プリンター 
慰霊祭、敬老会等寸志 
国交防府、市連総会他 
第2回ゴミ処理場視察 
自治会報、広報誌発行他 
地産地消視察、清掃活動他 
道路修理、清掃活動他 
防犯ブザー助成 
推進委員会の設置 

収
入
の
部 

支
出
の
部 

17年度名田島自治会予算 （単位：円） 
 

新開作の虫祈祷 
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の
山
崎
和
之
室
長
を
迎
え
、
自
主

防
災
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
自

主
防
災
組
織
と
は
、
と
い
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
消
防
職
員
と
し
て

の
実
体
験
を
交
え
た
講
話
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。 

　
山
崎
室
長
は
、
名
田
島
地
区 

（
島
上
）
の
住
民
で
も
あ
っ
て
、

地
域
の
地
形
等
に
も
詳
し
く
、
質

問
に
も
大
変
分
か
り
や
す
く
答
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

﹇
講
話
の
概
要
﹈ 

「
自
分
た
ち
の
地
区
は
、
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
こ
と
が
自

主
防
災
の
原
点
で
す
。 

②
広
範
囲
の
災
害
の
場
合
、
公
的

な
組
織
が
全
組
織
を
あ
げ
て
、
名

田
島
だ
け
に
早
く
か
け
つ
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
。 

③
災
害
に
際
し
て
は
、
先
ず
、
自

分
の
安
全
確
保
、
次
に
家
族
、
そ

し
て
隣
近
所
、
次
に
集
落
・
地
域

の
助
け
合
い
と
な
る
。 

④
住
民
一
人
ひ
と
り
の
安
全
確
保
。 

⑤
防
災
訓
練
は
年
に
一
地
区
ご
と

に
回
し
な
が
ら
行
う
。 

⑥
地
域
の
特
性
に
あ
っ
た
班
編
成

と
す
る
。 

　
自
主
防
災
の
周
知
は
、
集
落
ぐ

る
み
で
の
連
絡
網
、
避
難
場
所
の

確
認
、
避
難
場
所
の
運
営
な
ど
に

つ
い
て
、
十
三
集
落
で
充
分
協
議

し
て
、
詳
細
に
検
討
し
、
地
域
の

実
情
に
あ
っ
た
情
報
を
と
り
ま
と

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
自
治
会
事
務
局
ま
で
、
ご

一
報
く
だ
さ
い
。 

大
風
水
害
受
難
の
碑 

昨
年
を
振
り
返
っ
て 

報
告
・
連
絡
・
相
談 

副
会
長
　
三
輪
正
明 

分
別
研
修
の
継
続 

副
会
長
　
松
永
君
子 

　
自
治
会
組
織
と
は
、
そ
の
名
前

の
通
り
、
自
ら
治
め
る
会
組
織
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
活
動
は
報
告
ご

と
が
一
番
大
事
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
、
お
互
い
連
絡
、
相
談
ご

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
名
田
島

自
治
会
も
ホ
ウ
（
報
告
）
レ
ン
（
連

絡
）
ソ
ウ
（
相
談
）
を
し
っ
か
り

食
べ
て
ポ
パ
イ
の
よ
う
に
元
気
に

な
り
た
い
も
の
で
す
。 

　
自
治
会
で
の
初
め
て
の
視
察
研

修
で
四
箇
所
の
施
設
を
視
察
し
ま

し
た
が
、
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

分
か
ら
な
い
事
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
多
く
の
方
に
現
地
で
学
べ
る
分

別
研
修
を
継
続
し
て
欲
し
い
で
す
。 

16年度決算 
収入総額 

 868,004円 

 （会費515,000円） 

支出総額 

 344,030円 

研修費 77,624円 

事業費 187,408円 （　　　　　　　　） 

名田島自治会連合会役員 
大 林 基 宏  
三 輪 正 明  
松 永 君 子  
末 富 長 治  
佐 藤 　 勉  
中 村 治 美  
伊 藤 米 秋  
浅 原 利 夫  
田 中 　 充  
松 永 君 子  
河 村 昌 俊  
山 下 武 彦  
西 村 哲 郎  
末 富 長 治  
林 　 政 雄  
藤 津 純 一  
石 川 秋 彦  
有 冨 茂 夫  
三 輪 正 明  
福 永 義 之  
国 重 　 昇  
粟 山 新 治  
内 田 武 義  
宮 崎 捷 義  
藤 山 寿 裕  
木 村 恒 之  
中 村 芳 男  
野 村 東 司  
志 賀 富 子  

会 長  
副 会 長  
 
会 計  
監 事  
 
総務部会長 
委 員  
 
 
 
民生部会長 
委 員  
 
 
 
 
土木部会長 
委 員  
 
 
 
教育部会長 
委 員  
 
 
 
出 張 所 長  
事 務 局 員  

南部地区の自治会① 
《陶地区自治会》 
設立　平成6年 
組織　16地区集落自治会を代表する自治

会長によって構成する委員会が運
営する。 

活動　①地区民運動会、ふれあい祭の開
催　②地区内の環境美化　③道路
の事情改善　④自治会報の発行 

《鋳銭司地区自治会》 
設立　平成11年 
組織　18自治組織委員と各種団体17委

員によって構成する委員会が運営
する。 

活動　①地区民体育大会、ふるさと祭の
推進　②自治会報の発行　③地域
防災力活性化への取り組み 

新開作の虫祈祷 新開作の虫祈祷 

llllllllllllllllllllllll
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バ
イ
パ
ス
側
道
、
椹
野
川
河
川

敷
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
後
は
各
自
治
会
ご
と
に
そ
れ

ぞ
れ
の
集
落
の
清
掃
活
動
を
合
わ

せ
て
行
い
、
地
域
全
体
の
環
境
美

化
に
発
展
さ
せ
て
い
け
る
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。 

　
民
生
部
会
の
任
務
は
自
然
環
境

並
び
に
生
活
環
境
問
題
、
食
の
安 

全
、
高
齢
者
並
び
に
乳
幼
児
福
祉
、

若
者
の
定
住
等
多
岐
に
わ
た
っ
て

お
り
ま
す
。 

　
本
年
度
は
、
環
境
問
題
と
地
産

地
消
を
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組

み
ま
す
。 

　
地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

結
果
を
再
度
分
析
し
、
諸
課
題
に

つ
い
て
研
修
会
を
七
月
三
日
、
名

田
島
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。 

 

　
五
月
二
十
五
日
に
防
犯
ブ
ザ
ー

（
ラ
イ
ト
付
き
防
犯
・
防
犯
ア
ラ

ー
ム
）
を
名
田
島
小
学
校
に
寄
贈

し
ま
し
た
、
寄
贈
個
数
は
七
十
八

個
（
全
児
童
用
六
十
八
個
、
指
導

用
十
個
）
で
す
。
こ
の
事
業
は
昨

年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
、
児
童

を
犯
罪
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
、

ま
た
、
児
童
の
危
機
意
識
を
高
め

る
た
め
の
一
方
策
と
し
て
実
施
し

ま
し
た
。
防
犯
ブ
ザ
ー
（
一
個
、

五
百
七
十
円
）
の
購
入
経
費
は
、

自
治
会
連
合
会
と
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
と
が
負
担
し
ま
し
た
。 

　
教
育
部
会
で
は
、
今
年
度
事
業

と
し
て
、
防
犯
対
策
、
小
学
校
校

舎
の
改
築
促
進
、
少
子
化
対
策
、

通
学
道
路
へ
の
横
断
歩
道
の
設
置

要
望
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
う
ち
、
少
子
化
対
策
と
し

て
は
、
学
校
、
行
政
当
局
と
の
対

話
集
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

 

　
六
月
六
日
に
各
集
落
か
ら
提
出

さ
れ
た
要
望
事
項
を
概
略
、
次
の

よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

〔
市
道
関
係
〕
法
面
の
擁
壁
設
置

（
向
山
下
）
、
補
修
（
西
開
作
下
、

新
開
作
沖
）
、
フ
ェ
ン
ス
の
設
置

（
東
開
作
）
、
市
道
認
定
（
島
上
）

〔
県
道
関
係
〕
歩
道
設
置
（
島
上
、

向
山
上
）
、
拡
幅
（
向
山
上
）
、

排
水
、
側
溝
の
清
掃
（
東
開
作
、

島
下
）
補
修
（
向
山
上
）
　
〔
河

川
関
係
〕
土
砂
の
取
り
除
き
（
向

山
上
）
　
〔
遺
跡
関
係
〕
南
蛮
樋

（
新
開
作
）
　
〔
橋
関
係
〕
改
修

（
向
山
上
）
、
拡
幅
（
向
山
中
）

〔
防
犯
関
係
〕
防
犯
灯
の
管
理
　

〔
交
通
関
係
〕
魚
釣
り
禁
止
、
駐

停
車
禁
止
　
〔
環
境
問
題
〕
河
川
・

堤
防
敷
の
環
境
保
全
　
〔
防
災
関

係
〕
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
、

火
の
山
大
岩
の
安
定
度
診
断
、
谷

川
の
護
岸 

 

　
重
点
事
業
は
、
自
主
防
災
組
織

の
立
ち
上
げ
。
こ
の
他
、
会
報
の

発
行
が
年
二
回
、
不
定
期
刊
行
物

の
刊
行
が
年
二
回
程
度
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

　
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
に

際
し
て
は
、
集
落
防
災
組
織
、
集

落
内
連
絡
網
の
設
置
・
防
災
委
員

等
の
自
主
防
災
班
の
編
成
を
早
急

に
進
め
、
自
治
会
連
合
会
本
部
組

織
の
立
ち
上
げ
は
時
間
を
か
け
、

必
要
に
応
じ
、
先
進
地
視
察
を
行

う
予
定
で
す
。 

  

▼
自
然
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
に
襲

い
か
か
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

ま
し
て
や
当
地
区
は
干
拓
地
だ

け
に
風
水
害
や
高
潮
へ
の
不
安

か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
万
一
の
災
害
に
備
え
、
特

に
災
害
弱
者
の
方
を
中
心
に
避

難
態
勢
を
整
え
る
こ
と
を
急
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

為
の
自
主
防
災
組
織
は
減
災
の

命
綱
と
も
言
え
ま
す
。 

▼
麦
の
刈
取
り
作
業
を
し
て
い
る

と
、
キ
ジ
の
子
供
が
コ
ン
バ
イ

ン
の
前
に
飛
び
出
し
走
っ
て
い 

き
ま
し
た
。
行
く
先
は
、
親
鳥

の
鳴
く
方
。
素
早
く
麦
の
中
に

隠
れ
ま
し
た
。 

▼
愛
知
万
博
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

自
治
会
は
一
人
一
役
、
み
ん
な

の
協
力
を
得
て
、
近
隣
の
和
を

広
げ
て
い
き
た
い
。 

下
校
中
の
名
田
島
小
の
児
童 

大
樋
門
の
工
事
着
々
と 

防
犯
ブ
ザ
ー
の
交
付
式
。 

子
ど
も
は
地
域
の
宝
で
す 
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部
会
の
活
動
は
今
、

部
会
の
活
動
は
今
、 

　
地
産
地

　
地
産
地
消
・
消
・
環
境
保
全
な
ど

環
境
保
全
な
ど 
部
会
の
活
動
は
今
、 

　
地
産
地
消
・
環
境
保
全
な
ど 
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